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旧東 ドイツの スパ イ制度
国家保安省の IM
高 津 ド ロ テ ー
1.はじめに
1989年の秋､旧東 ドイツ (ドイツ民主共和
国)体制が国民の圧力で崩れ始めた時､デモ
参加者の大きな要求の一つは悪評の高い国家
保安省 (Ministerium ftirStaatssicherheit,
ドイツ語の省略はStasi,(シュタ-ズィ)の解
散であったOシュタ-ズィは秘密警察と秘密
情報機関を一つにした組織で､その存在は東
ドイツ国内外に知られていたが､具体的な役
割､そして実際の規模の大きさと行動形態は
不明であった｡シュタ-ズィの倉庫が1989年
の年末に開かれた時､初めて､東 ドイツの人
口1700万人の}射こあたる人々についての記録
が見つかった｡全部で600万冊の文書が記録さ
れ､その内の400万冊が東 ドイツ人に関してい
て､200万冊が外国人､主に旧西 ドイツ(ドイ
ツ連邦共和国)人に関す る文書であった
(Kaiser1991:4)｡つまり､シュタ-ズイが
国家のあらゆる機関､市民のあらゆる生活を
全面的に監視していたことがわかった｡
シュタ-ズィの機密の行政方針VVSMfs
oO16-902/85 (VertraulicheVerschluBsache
MinisteriumftirStaatssicherheit)の文書の
中には､シュタ-ズィの役割が次のように説
明されていた 二｢政党 (つまりドイツ社会主
義統一党 SED-SozialistischeEinheits-
parteiDeutschlands)の指導の基に､シュタ
-ズィは固有の手段と方法を使い､他の国家
機関および他の社会勢力による反政府､反体
制運動の組織化､およびそれを目標としてい
る活動に対する戦いを効果的に支援する｣
(LeipzigerBtirgerkomitee1991:55)｡
1956年にシュタ-ズィの局長に任命され最
後までシュタ-ズィを支配した ミー ルケ国家
保安 大 臣 (MinisterftirStaatssicherheit
Erich Mielke)が 目指 した全面的な監視
(FlachendeckendeUberwachung)は､シュ
タ-ズィの正式な職員だけでは実現できなか
った｡そのためにシュタ-ズィは一万で秘密
なスパイ制度を作り上げた｡このスパイ制度
はシュタ-ズィの職員ではなく､シュタ-ズ
イと接触があった情報提供者､いわゆるIM
(InoffizielerMitarbeiter)によって作られ
ていた｡シュタ-ズィの浸透の広さ､深刻さ､
そして人々に与えた影響は､今明らかになり
つつあるが､シュタ-ズィに表面的にわから
ないような情報を伝えた情報提供者 (IM)
の協力がなかったら､それほどの規模が可能
にならなかったし､彼等の協力により､シュ
タ-ズィの抑圧が効果的に機能したO要する
にシュタ-ズィにとってこの情報提供者 (I
M)は一番効果的な武器であった｡本稿では
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情報提供者によるス-イ制度を取り上げ､そ
れを解明する｡
1.1. 概念の定義
ドイツ語では東 ドイツの国家保安省が一般
的にシュタ-ズィと呼ばれ､それは ドイツ語
の正式名称Ministerium ftirStaatssicher-
heitの省略である｡日本語の文献では､書き
方か ｢シュタージ｣となっているか､ ドイツ
語の発音から言うと､｢シュタ-ズィ｣の方が
正しいのであるO
シュタ-ズィと協力した情報提供者は密告
者(Spitzel)と呼ばれることが多いのだが､シ
ュタ- ズィでは情報提供者の正式名称は
InoffizielerMitarbeiter｢非公式な協力者｣
であった｡ ドイツ語の省略 IMだけか正式な
書類の中に使われているので､ここでレ情報
提供者にはIMという略語を使うことにする｡
｢非公式な｣という意味は､IMがシュタ-
ズィに正式に雇われていたわけではなく､全
員が別の仕事を持ち､経済的に独立していた
からである｡しかし､シュタ-ズィがIMに
ついて詳しい調査記録を持ち､そしてIMが
シュタ-ズイに要求されで情報を集めたとい
う意味で､IMはシュタ-ズィと深い接触を
持っていた｡
1.2. 本稿の資料文献
シュタ-ズィは非常に官僚主義的な組織で
あったため､仕事のやり方に関しての行政命
令や行政方針などが極端に多い｡シュタ-ズ
イの事務所の煙突から多くの資料を焼却して
いる疑いを与える煙が出たのかきっかけで､
1989年12月にシュタ-ズィの地方の事務所､
そして1990年 1月15日にベルリンの本部かデ
モ隊により解散させられた｡その直前まで､
シュタ-ズィが必死で自分たちに不利な資料
を燃やし､それは国家保安局の局長､シュワ
-ニッ (Wolfgang Schwanitz,Chefdes
AmtesftirNationaleSicherheit)が1989年
12月 7日に全書頬の焼却の命令 を出 した
(Mitter1992:366)ためであった｡この状況
が研究を困難にしている｡また､現在のとこ
ろは残った書類のV3程だけが整理された段階
で､それだけが研究対象であるO
本稿は､シュタ-ズィの IMに対する扱い､
IMの行動を黄も詳しく説明している以下の
四つの基本的な行政方針を資料として考察し
ている :
-RichtlinieNr.1/79ftirdieArbeitmit
lnoffizielenMitarbeitern(IM)undGesel-
schaftlichen MitarbeiternftirSicherheit
(GMS)(GVSMfS0008-1/79)｢行政方針1/79､
非公式な協力者 (IM)及び保安のための社
会的協力者 (GMS)との仕事のために｣
-RichtlinieNr.1/82zurDurchftihrungYon
Sicherheitstiberprtifungen(GVSMfS0008-
14/82)｢行政方針 1/82､安全チェ ノクの実行
について｣
-RichtlinieNr.1/81tiberdieOperative
Personenkontrole(OPK)(GVSMfS0008-
10/81)｢行政方針1/81､作戦上の人物コント
ロールに関して｣
-RichtlinieNr.1/76zurEntwicklungund
Bearbeitung OperativerVorg宜nge (OV)
(GVSMfS0008-100/76)｢作戦の実施計画と
処理について｣
以上 Gil/SchrtSter1991から引用した｡
なお､日本語による研究はまだ公刊されて
いないので､本稿では ドイツ語文献しか使わ
れていない｡
轟至 旧束 トイツの ス- イ制度
2.歴史的な背景
敗戦後 ドイツは連合国によって分触され､
アメリカ､イギリス､そしてフランスの占領
地は1949年に西 ドイツとなり､そしてソ連の
占領地は同じ年に東 ドイツとして成立した｡
東 ドイツの政治はスターリン主義に基づき､
社会のすべてに強い影響を与えた｡共産主義
の国家政党SEDはたった一つの政党として
政治を支配した｡1950年2月8日には国家保
安省 (シュタ-ズィ)が独立した機関として
創設され､SED政治局のみの管轄下におか
れた (Weber1980:54)｡
当初のシュタtズィの課題は､国家防衛で
あったが､時間がたつにつれて､シュタ-ズ
イの優先的な役割は､さまざまな面で国内の
lzj家に反対する活動､そして国を離れようと
する人々の動きを早期にくい止めることに変
わった (Gil/Schrtiter1991:33)｡
シュタ-ズィの課題と権限は法律上で定義
されていなかったため､シュタ-ズィは早 く
からSEDの支配権と権力を行使する道具 と
して利用された (Fricke1992:46)｡したが
ってシュタ-ズィは国民全体に抑圧を与える
機関となり､そ.してどこまでも届く絹のよう
にシュタ-ズィのエイジェントが公的私的な
生活に浸透し､すべての批判を封じ込めた｡
国の正式な考え方は､以下のようである｡
国家体制に対しての批判､反対の動きなどは
すべて国外にいる敵からの影響であり､敵の
目的は社会主義を排除することにある｡敵が
その目的を実現するため国内に浸透している
ので､国民の全面的な監視が必要である
(Gil/Schr6ter1991:60)Oつまり､SED
権力者の全体主義的な思想パターンから離れ
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ている考え方､行動などが帝国主義的な敵の
影響であるため､全面的に撲滅しなければな
らない｡その課題の原則的遂行は､
1. 人問なら誰にでも犯罪者の素質があるた
め､国の安全を脅かす リスクとなる｡
2. したがって念の為に国民のすべてに関す
る情報が必要である｡
3. 個人の権利よりも国家の保安の方が大切
である (LeipzigerBtirgerkomitee1991:
53)｡
時間とともに､東 ドイツ内では社会主義の
理想と現実にますますキャップが広がってき
た､しかし､政府とSEDの指導者はその変
化に合わせようともせず､逆にギャップが現
れたからこそ､政党の路線を適そうとした｡
けっきょく政府とSEDの固定した社会像の
ため､現状を認めることができず､また､そ
のような変化の動向を恐れていた｡
シュタ-ズィが目指した全面的な監視には
多くの人員と地方に至るまでの網の目のよう
に張られた組織が必要であった｡本部はベル
リンにあり､そして各地区にも同じような組
織か設立された｡しかし､シュタ-ズィに正
式に雇われていた職員だけでは国民すべての
コントロールができなかったため､シュタ-
ズィは情報提供者 (IM)によるスパイ制度
を考え出した｡
3.IMのスパイ制度
シュタ-ズィにとって一番重要な情報源で
あったIMは､シュタ-ズイか創設された当
初から使われていたのであるが､IMのスパ
イ制度を作り上げたのは､1956年からシュタ
-ズィの局長であった ミー ルケである｡IM
の扱い方と活動は多くの行政方針の中に定め
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られ､その一番基本となっている詳しいもの
は行政方針1/79(Gil/SchrOter1991:414-
477)である｡IMは東 ドイツ外でも活躍した
が､ここでは国内の活動のみ取 り上げる｡
行政方針1/79の前文には､｢社会主義的な社
会の発展は帝国主義との厳しい階級闘争とと
もに発展し､国家保安のためには敵-の対策､
そして政党と国の指導者が行なってきた政治
の継続が必要であり､その中で IMは敵に対
しての一番効果的な武器である｣(416-417こ
以下引用 した数字はすべ てGil/SchrOter
1991のページ数を指す)と説明されている｡
1989年のシュタ-ズィの解散の時に､東 ドイ
ツ全体に IMが浸透 していたことが明らかに
なった (Aubel1991:370)｡およそ20-30万
人の IMによって集められた情事鋸ま､東 ドイ
ツの人口全体の1/4にかかわるものであl上
400万冊の文書のに中に記録されている(Kai-
ser1991:4)｡結局､IMの協力によりシュタ
-ズィの国民への全面的な監視が可能になっ
たわけである｡
3.1. 1Mの活動の目的と任務
IMの活動の基本的な目的は､｢敵のすべて
の活動を撲滅するために､質の高い､証言力
のある情報の入手を目標に､陰謀的に得 る
(konspirativelnformationsgewinnung)こ
とにある｡IMの使用は作戦上重要な情報提
供 (operativbedeutsamelnformationen)に
集中される｣(1.1.条､418)と行政方針1/79
に説明されている｡
シュタ-ズィの作戦のために重要な情報と
は国内活動に関しての次のような情報と証拠
物件であった :
-政治体制に反対する地下運動の組織化の具
体的な活動について
一国内の敵対人物 との関係とそれらの具体的
な目標と計画されている措置について
一市民のあからさまな扇動的な行動について
一特に責任の養い､指導的地位にいる人物の
誤った行動及び否定的な考えについて
(1.1,条､419-421)などという内容であっ
た｡
この方針の意味は非常にあいまいであった
ので､シュタ-ズィの都合の良いように解釈
ができた｡つまり､国家イデオロギーと政党
の路線に合致しない考え方や行動は､すべて
敵対的であると簡単に判断することができた｡
その上､シュタ-ズィの行動を監督する機関
かなかかっため､シュタ-ズィは思い通 りに
取りしきることができたのである｡
IMのもう一つの任務は､社会的そして政
略的にシュタ- ズィにとって作戦上必要な変
化 を起 こす こ とにあった｡(Herbeiftihren
vonVer宜nderungenmithohergeselschaft-
1icherund politisch-operativerNtitzlich-
keit)｡それは例えば :
一国内に起きている弊害を防止する予防対策
をとる
一敵対人物 (feindlich-negativeKrAfte)の公
的に効果がある活動
(6ffentlichkeitswirksameAktivit凱en)
を防止する
一散対人物の影響を制約する
一散対人物が所属するグループなどの分解､
解体､(Zersetzen)それらに偽 りの情報を与
える (Desinformation)､活動を麻埠させ､
そして撃滅する(L包hmenundZerschlagen
feindlicherStelenundKr宜fte)
(1.2.条､421-422)などのことであった｡そ
の方法に関して IMには積極的な行動が期待
され､そして IM指導者 (FIM)と一緒に
高津 .Hl東 ドイツの71-イ制度
計画が立てられた｡
3.2. IMO)##
IMの多様な任務にはさまざまな要求があ
ったため､IMのスパイ制度は次のような種
類に分けられた｡
3.2.1. IMS
ドイツ語の正式名称は､IM zurpolitisch-
operativenDurchdringungundSicherung
desVerantwortungsbereiches,IMS､｢政略
的作戦上の浸透並びに責任範囲の保証のため
の IM｣(2.1.条､424-425)である｡
IMSの基本的な課題は'WeristwerP'
｢誰が誰である｣という質問を究明すること
であった｡IMSは人数的に一番多く､そし
て彼らは公的生活､経済､学問､教会､文化､
スポーツのどの分野の中にも浸透していた｡
したがってIMSによって国民の全面的な監
視 (fはchendeckendeOberwachung)が可能
に なった とい え る (Gil/Schrと汁er 1991:
101) 0
IMSの活動は国内の状態だけを調べ､特
にシュタ-ズィの思想から見て政党の路線を
逸脱する人についての情報提供であった｡ま
た､情報と同時にこのような人やグループに
はどのようにシュタ-ズィの解釈で ｢ふさわ
しい｣影響を与えることができるかについて
も調べなければいけなかった｡そのためにI
MSの必要資格は､｢社会的な地位､仕事など
の条件を別にして､シュタ-ズィとの安定し
た長い忠実な協力を保証できる政治的道義的
な性 格 (charakterliche und politisch-
moralischeEigenschaften)である｡そのほ
かに､人とのつき合いが得意で､生活経験の
深い､そして陰謀の秘密を守ることができる
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(WahrungderKonspirationundGeheim-
haltung)(425)人が求められていた｡
3.2.2. IMB
正式名称は､ⅠM derAbwehrmitFeind-
verbindungbzw.zurunmittelbarenBear-
beitungim VerdachtderFeindtAtigkeit
stehenderPersonen;
IMB､｢敵対関係を防止もしくは敵対活動を
する疑いのある人について処理するIM｣
(2.2条､426-428)である｡ここで言う ｢処
埠｣とは ｢秘密情報機関の方法を使って処理
する｣(Wawrzyn1991:35)という意味で､
つまりシュタ-ズィの独特な方法で監視する
ことであった｡
IMBの使用は大きく分けて二つの分野で
あった :
1. 敵の陰謀に浸透する
(EindringenindieKonspirationdes
Feindes)
2. 敵対活動をする疑いがある人の処理
(BearbeitungimVerdachtderFeind-
tatigkeitstehenderPersonen)
第 1の内容は主に敵の活動を暴露すること
であり､そのためにIMBの資格について詳
しく述べてある 二
一仕事上のフレクシビリティー､つまり､
敵が関心を持っている仕事についていて､
また幅広 く移動できる人
-シュタ-ズィとの強い関係､絶対的な正
直さ､ねぼりつよさ､敵のイデオロギー
的な圧力に耐えることが可能である人
一判断力､一人でも政策的作戦的に正しい
行動 (politisch-operativrichtigesHan-
deln)をとれる人
一個人的に敵と対面する時に､冷静でいら
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れる人
一政治体制についての詳しい知識を持つ人
(426)O
第2の内容は敵対的な活動をしていると思
われている人の具体的な行動を調べること､
それについての証拠を集めることと､その人
との信用関係を利用しなから､なるべ くそれ
を防止することであった｡具体的に言うと､
IMBは､シュタ-ズィからみて政治路線に
合致しない人について､彼らが犯罪を起した
という証拠になる資料を集めたoその目標は
それらの人に対して裁判を起すことであった
(Gil/Schr6ter1991:103)0
その第2の内容のため IMBに必要な資格
は､すでに述べたこと以外に､以下の諸点が
ある｡
一日標にされた人と目立たないように接触を
取り､信碩関係を作ることかできる人
-日標となっている人より､できれば才能の
点で優れている八
一必要に応じての専門知識を持つ人 (427)
3.2.3 FIM
IM zurFtihrungandererIM undGMS
(FIM)､｢他のIMおよびGMS(Geselschaft-
1icheMitarbeiterSicherheit"の指導を行う
IM｣(2.3.条､428-429).FIMは他のIM
を指導する役割を持ち､すでに長い間IMと
して活躍した人であり､ス.＼イ制度の中での
中心となった｡FIMがIMによって集めら
れた情報を判断し､IMの報告レポー トをシ
ュタ-ズィの部局へ渡したo
FIMが行った指導とは､与えられたIM
を効果的な仕事ができるように トレーニング
することで､その中には彼らの思想教育も含
まれていた｡また合理的な仕事ができるため
に､必要と感じた時にはFIMH身が積極的
に動き出すということも要求された｡FIM
はIMとしての長い経験を持ち､そしてシュ
タ-ズイに信用され､シュタ-ズィの思想も
納得して身につけたため､自分の判断で行動
もできた｡
FIMは責任か重かったため､資格も詳し
く調べられた｡すでに述べた資格以外に特に､
人の指導と教育の経験と力のある人が求めら
れた (429).つまり､人をシュタ-ズィによ
って決められた目標へ向かって動かす力を持
つ八がFIMとして選ばれたo
FIMに与えられたIMに関する資料は詳
しく調べられ､両者には信碩関係が作られる
ように組み合わされていた｡二人または三人
の IMか一人のFIMに属したが､IM同L-
はお互いの存在を知らず､それぞれFIMと
1対1の関係で結ばれたく)この1対 1の関係､
即ち､IMから見て友達関係が非常に効果的
で､スパイ制度が成功した大きなfq!_t書目:なっ
た｡つまり､FIMはIMとの疑似友達関係
を利用しで情報を得たのである｡
ところでIMは､同時に犯罪者と犠牲者で
め-ノたことが明らかである｡要するにIMは
タ-ゲ /卜となった人との信頼関係を使って
情報を聞き出したのだが､それは人権侵害に
あたり､同時にIMH身も同じようにFIM
によって調べられ､利用されていたので､同
じように人権とプライバシーか侵害されたか
らである｡
3.2.4. 1ME
IM ftireinenbesonderenEinsatz,IME
(2.4.条､429-430)は ｢特定の任務を果たす
IM｣であり､次の三つの種類に分かれてい
た:
高､i! 旧東 トイソの71-イ制度
-1M inSchltisselpositionen｢重要な地位を
占めるIM｣
二のIMは国家機関または､他の社会的な
機関の中で重要な地位を持つ人で､自分の
関係する機関についての情報を提供した｡
その他に､二のIMはシュタ-ズィか浸透
できるように条件を作らなければいけなか
った (Gil/Schrtiter1991:105)｡
-Experten-IM ｢専門家 IM｣
二のIMはシュタ-ズィから専門的な知識
が求められ､頼まれた分野について鑑定書
などを出したり､また､監視された人につ
いて自分の専門知識を報告した｡
-IM-Beobachter｢観察者のIM｣
人を尾行または活動を観察するIM
3.2.5 1MK
IM zurSicherungderKonspirationund
desVerbindungswesens,IMK(2.5.条､430-
431)は｢シュターズィとの連絡と全面的な共
謀を保証するためのIM｣であった｡この I
Mは自分の部屋､アパー ト､家または住所､
電話などを決まった条件でシュタ-ズィが使
用できるように､またはIMとその指導者の
密会のために提供した｡
3.2.6. H IM
HauptamtlicheIM,HIM (2.6.条､43ト
432)は ｢本務の IM｣で､他の IMと同じよ
うに別の仕事を持っていたが､シュタ-ズィ
の指導でその仕事をやめ､情報を提供できる
仕事へ移った｡それが疑われないように､シ
ュタ- ズィがその人のために ｢作 り話｣
(Legende)と見せかけの条件を作り､新しい
職場へ入れたのである｡普通は決められた期
間中だけであって､その間にHIMは他のⅠ
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Mと違ってシュタ-ズィから金銭的､社会的
な援助を受けた｡
この行政方針1/79には､各IMの仕事内容
とそのために必要な人間的な資格が詳しく述
べてあり､そして機密保持の必要性がいつも
強く強調されていた (1.3.条､422-424)｡そ
のためにIMは常にシュタ-ズィによって､
つまり別の IMによってチェックされ､その
チェックは本人だけでなく､家族と親戚まで
も含まれた(GVS-0017,3.1.7条､Pechmann/
Vogel1991:97)｡彼等は､政略的そしてイデ
オロギー的教育 も受けた｡FIMは三年ごと
にIMについて詳しい判断レポ- トを書いた0
3.2. IMの選定
シュタ-ズィが IMに優先的に与えた任務
は､スパイ的で非合法的な方法でしか集めら
れない情報収集であった｡正式なシュタ-ズ
イの職員はそれができなかったからであった｡
IMによって書かれたレポー トはシュタ-
ズィの具体的な政策の基となったので､IM
を選ぶ時には極端に入念な措置を取 り､それ
も行政方針の中で非常に詳しく述べられてい
る (4.条､447-458)｡まずシュタ-ズィに役
に立つ専門知識を持つ人､シュタ-ズィが決
めたターゲットと簡単にコンタクトが取れる
人､またはシュタ-ズィにとって大切な情報
を手に入れられる人が捜された｡本人に声を
かける前に､できるだけ細かい調査を行った
(4.1.条､448-449)｡
調査にはまず正式な決定が必要であるから､
その決定記録に本人の名前などが具体的に記
入されていた｡したがって､この記録さえあ
れば､IMのアイデンティティがわかる｡こ
の調査は普通何か月もかかり､本人に関する
すべてが､プライバシーに関することでも省
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かずに調べられた｡その時には警察､銀行､
医者､職場などの他の機関からも協力を得た｡
このような調査にかけた膨大な時間､資金な
どを見ると､シュタ-ズィの官僚主義と完全
主義が明らかになる(,
調査はIM候補者が適当であるかどうかが
目的である｡具体的な調査内容は､経歴､生
活の仕方､仕事上および社会的な地位､過去
と現在の友達関係､健康状態､家庭の事情で
ある｡
シュタ-ズィはその人を信用できるかどう
かを知るために以下の諸点を調べた｡
一社会に対する態度とその基になっている考
え方､政治的な､宗教的な信念
-シュタ-ズィに対しての考え方
- ｢敵｣に対しての考え方
一仕事上または社会的な義務に対しての考え
方
また､陰謀的な協力かできるかどうかを知る
ために以下の諸点を調べた｡
一現状の生活において協力が可能であるかど
うか
-ンユタ-ズィの陰謀の仕事に対しての考え
方
一個人的な興味及び要求､そしてそれらと関
連する物心両面の刺激
一引き受けざるをえない根拠があるかどうか
(Ankn叫)fungspunkteundUmstandeftir
denEinsatzkompromittierendenMate-
rials)
例えば 二
一法律違反
一不当利益取得
一規則違反
一道義的､政治イデオロギー上の規則違反
一醜聞
などのような事実
(4.2.条､449-451)
このような情報はIMを使って収集する｡
集められた情報の確実性も確かめなければな
らない｡
特 に前述 の 陰謀 的協 力 (konspirative
Zusammenarbeit)ができるかどうかの調査
内容を見ると､シュターズィの徹底した措置
が明確になるだけでなく､シュタ-ズィの卑
劣で官僚的な方法に驚かされる｡また､引き
受けざるをえないような情報を使うというこ
とは､シュタ-ズィは選定する時に恐喝とい
う手段も使ったことがわかる｡つまり､シュ
タ-ズィと協力しさえすれば､自分の過ちは
明らかにされないということであった｡選定
したいIMに関しては決して成り行きにまか
せない､そして､ためらいもなしに調べ､圧
力をかけたo
この調査が終わった段階で､結果は細かし-
報告にまとめられ､選定を進めるかどうか判
断された｡調査結果か否定判断を受けた場合
でも､報告と資料は処分されたわけではなく､
また使う可能性があるということで､すべて
が保管された,決定が肯定的であれば､接触
の仕方を決めたoその方法は例えば､シュタ
-ズィが条件を作 り､IM候補者に自分で連
絡､または直接話しかけさせる､それでなけ
れば､シュタ-ズィの作った条件でシュタ-
ズィの部局-出頭させるなどであった｡実際
の話し合いは非常に細かく計画され (4.2.2.
条､451-453)､IM候補者の反応を見ながら
選定を進めた｡その途中でIMとしての協力
がDT能でないとわかった段階で接触を断絶し
た ｡
実際の選定の基盤は次の三つまたはその中
の組み合わせとなった :
高tir.旧東トイソの7,/＼イ制度
1. 社会的に肯定的な信念
この場合にはマルクス･レ-二ン主義信
念から見た労働階級の権力の必要性､そ
して敵に対する学問的に確かなイメージ
を強調する｡
2. 個人的な欲求
シュタ-ズィとの協力によって候補者の
個人的欲求が満たされる可能性があるこ
と｡例えば金銭的な面､社会的な面､仕
事の面などということで納得させる｡
3. 引き受けざるをえない事実
このような資料を利用する場合は､本人
の法令などの違反､またはその行為の責
任から逃げるか､その罪をつ ぐなう気持
ちを利用する｡したがって､罪の意識と
腐心を起こすことができるような資料を
使わなければならない｡利用の仕方は本
人に合わせ､反応を見ながら行う (4.3.
条､453-457)｡
要するに､シュタ-ズィは選定のため､I
Mの協力が国のために必要であると理由をつ
けたり､または人の弱点を利用したり､それ
とも圧力をかけたりした｡相手がそれでも拒
否した場合､シュタ-ズィは告発すると脅か
したが､実際は告発を合法とする法律はなか
った｡
選定段階の最後にはIMは自分で仮名を選
び､それをシュタ-ズィとの接触に使ったC
その時点から自分の名前は一切使わなかった｡
その上､協力の内容は絶対に秘密であると強
調された｡この選定過程については､シュタ
-ズィの職員が詳しいレポー トを書いた｡そ
の中に新 しいIMの態度､決定の理由､決め
方､反応なども含まれていた｡
新しいIMの協力を得た後は､実際の態度
をテストするために､しばらく簡単な命令を
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与え､そしてずっとFIMを通して思想教育
を続けた｡その一部はFIMとIMの信相関
係作 りであった｡IMはたえまなくシュタ-
ズィによって監視され､そこからの解放は多
大な個人的犠牲を払わないと不可能であった｡
3.4. IMの利用方法
IMを最善に利用するためには､シュタ-
ズィが立てた計画を基に続けられた思想教育
か非常に重要であった (3.1.条､432-435)O
そのや り方はIMの性格 と特長に合わせて行
なわれたが､教育の目的は､IMを完全にシ
ュタ-ズィの道具にすることであった｡アメ
とムチを用いるようなや り方でIMを育成し
た｡したがって､知らず知らずのうちにIM
がシュタ-ズィの犠牲となった｡特にシュタ
-ズィが規定する ｢敵｣から逆影響を受けな
いため､｢敵に対する正確なイメージ｣(433)
を持つように注意したCそのためにはいつも
IMの協力が国のため､社会主義の実現のた
めであるとし､そして ｢敵｣の破壊力が強調
された｡そのうえ ｢敵｣の活動であることが
明らかでなくても､その ｢可能性｣はいつで
もあるとも教えられた (433)｡つまり､そこ
でもシュタ-ズイ独自の判断が基本となった｡
また､IMの指導者 (FIM)は心理的に
非常に鋭い方法を選んだ｡親しい関係を作 り
上げることよって信用させ､相談相手にもな
って､その中で IMに対する教育を行った｡
したがって多くの場合には､シュタ-ズィが
ねらっていた｢無条件の一体感｣(vole,rtick-
haltloselndentifikation)(434)を作 り上げ
ることに成功した｡
IMは命令をi度される時､目的に関して最
低必要な程度だけしか教えられず､場合によ
ってはシュタ-ズィの作 l)請(Legende)が教
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えられた (3.2.条､437)｡それはシュタ-ズ
イに対して疑問が起きないように､信頼が疑
われないように､また､シュターズパ二よっ
て作り上げたイメージが守られるための措置
であった｡
IMは自分の指導者 (FIM)に詳しい報
告を渡さなければならなかった｡つまり情報
の内容､集め方､陰謀方法､みつかる危険､
総合的な判断などであった｡FIMはそれを
基にし､そしてIMの態度などを見なから､
次の仕事を与えた｡
IM指導者 (FIM)の大切な役割は､I
Mのチェックであった｡特にIMに拒絶反応
があるかどうか､i)しあればその理由はどこ
にあるのか､どのように拒否しているのか､
対策があるかどうかを見つけなければならな
かった (3.4.条､438-440)｡
IMと指導者 (FIM)との ミー ティング
は細かく計画され準備された｡指導者 (FI
M)は必ずIMより早く来て､陰謀の可能性
を確かめた｡指導者 (FIM)は談話中には
いつも模範であるように努めなければならな
かった｡IMから心配事項や悩みなどが述べ
られたら､いつでもうまく対応できるように
努力しなければならなかった (3.5.条､440-
443)｡機密の行政方針WSJHSoOO1-19/86
には ミー ティングの準備､進め方､そのうえ
後片付けに至 るまで細か く定めてあった
(LeipzigerBtirgerkomitee1991:177-178)｡
各 ミー ティングの後にFIMは詳しいレポ
ー トを書いた｡その中には話し合いの内容だ
けでなく､IMの心理的な､精神的な状態に
ついても述べられている｡少しでも疑問が起
きそうな場合は､それに対しての対策までも
考えた (LeipzigerBtirgerkomitee1991:167
-170)｡
FIMはIMとの関係を絶つこともま拙 二
はあった (3.9.条､446-447)｡その理由は､
IMについて信用できなくなった場合､IM
が二重スパイであった場合､IMが協力を固
く断った場合､利用できるところがなくなっ
た場合､個人的な理由で協力ができなくなっ
た場合などであったO
逆に仕事が成功した場合､シュタ-ズィは
業績の評価として賞金を与えた (Leipziger
Birgerkomiteelggl:169-170).
3.5. 1Mの仕事の内容
シュタ-ズィは全面的な監視のためにさま
ざまな方法を使ったが､基本的には三つの段
階に分けられる:
-1. Sicherheitstiberprtifung｢安全チェ-ノ
ク｣
-2.OperativePersonenkontrole｢作戦上
の人物コントロール｣
-3. OperativeVorg良nge｢作戦の実施｣
それぞれの段階について詳しい行政方針が
ある｡
3.5.1. Sicherheits也berprifung
｢安全チェック｣
人の ｢安全チェック｣はシュタ-ズィの監
視の一番低い段階であり､職場などである程
度の責任 をもつ人の全員に対 して行 った
(Gil/SchrOter1991:124)Oその ｢安全チェ､/
ク｣の行い方は詳しく方針1/82(GVSMfS
0008-14/82)に書かれてある (295-322)｡目
的は "Weristwer?"｢誰が誰である｣とい
うことを明らかにすることであって､つまり
シュタ-ズィはターゲットについてなるべく
多くの情報を求めた｡｢安全｣の意味はシュタ
-ズィ及びそして国家にとって安全な人､要
高津 旧束トイソの7J､イ制度
するに同家に川副Lこした人であった｢
｢安全チェ ノク｣の結果によってシュタ-
ズィはチェックされた人の将来などを決めた｡
例えば仕事を与えるかどうか､別の場所-移
すかどうかなどである｡｢決定の基準はあくま
でも国と政覚の政治である｣(方針 1/82､前掲
書､298)｡要するに個人の自由はまったくな
かっただけでなく､国全体ではシュタ-ズィ
に好ましい人だけに責任を持つポストを与え
たといえるだろう｡
｢安全チェック｣において常に調べたこと
は以下の諸点だった｡
一国に対しての考え方
一国家､社会などにふさわしくない影響に対
しての態度
-敵がコンタクトを作 りやすい生活を行って
いるかどうか
-ふさわしくない態度をしている人と接触が
あるかどうか (3.1条､301)
その上､必要に応じて具体的により詳しい
チェックを行った｡
｢安全チェック｣の場合の IMの役割は陰
謀的方法でしか集められない情報収集であっ
た(5.3.)｡それは特に人のプライバシーに関
連している情報を含んでいた｡情報を集める
方法は､ターゲットとの信頼関係を利用して
情報を聞き取る､そして人の尾行､盗聴器の
設置､盗みなどの違反的な方法も使われた0
3.5.2. OperativePersonenkontrOle
｢作戦上の人物コントロール｣
もつと具体的な疑問または必要性がある場
合､シュタ-ズィは ｢作戦上の人物コントロ
ール｣を行なった｡それは方針 1/81(GVS
MfS0008-10/81)(322-345)に書かれてい
る｡特に以下の三つのグループかシュタ-ズ
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イから人物 コン トロールのためにねらわれ
た :
一政治情勢に対して実行を起こす疑いのある
人
一政治理念に合わない考え方を持つ人 (Per-
sonen mitfeindlich-negativerEinstel-
1ung)
一国家的または社会的に重要な地位にいる人
ではあるが､ふさわしくない意見を持つ疑
いのある人 (1.条､324)
その上､作戦の目標では次のように書いて
ある :｢作戦上の人物コントロールは一般的
には反逆的な行動一刑法上で有意味でなくて
ら-を早めに見つけ､効果的にLしめなければ
ならない｣(1.条､325)｡一般的な前提は､具
体的な根拠または容疑事実がすでにあること
であった｡
｢作戦上の人物コントロール｣の場合にも
IMの協力か一番大切で､中心となったo特
に職場で､そして私的な行動との接触につい
ての情報は大切であった｡しかし､情報収集
だけでなく､ターゲットがふさわしくない行
動ができないように､または､それを助ける
条件を取り除くことも課題であった｡特に｢タ
-ゲ､/卜との信頼関係を通して解決しなけれ
ばならない｣(4.1.条､331)Oまた､ターゲッ
トをすでに良く知っているIM､つまり､以
前にもIMとしてその人について調べたこと
かある人が選ばれた｡
｢作戦上の人物コントロール｣が終わった
時､集められた資料の判断が行われた｡最初
にあった容疑事実が更に具体化された場合､
｢作戦の実施｣が始められた｡そこまでの調
査結果が出なかった場合､しかしある程度の
疑問が残った場合､シュタ-ズィは対策を講
じた｡例えば職場でのポストを停止してしま
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I)などであった()もう一つの可能性は､タ-
ナットかIMまたはシュターズィの正式な職
員として利用するのにふさわLい人であると
判断された時である｡その場合はその人の選
定調香が始められた｡｢作戦上の人物コントロ
ール｣の75%はまったく利用できない結果で
終わってしまったにもかかわらず､集められ
た資料はすべて保管された (Gil/SchrtSter
1991:31)｡
3.5.3. OperativeVorg盆nge
｢作戦の実施｣
シュタ-ズィがある人物に関して特別に興
味を持った場合､第3の段階として ｢作戦の
実施｣を実行 した.〕その基本方針は方針 1/
76､(GVSMfSOO8-10()/76)(346-402)であ
った｡
｢作戦の実施｣はシュタ- 71イにと-,て､
内容的に一番細か く厳しい監視と追跡を必要
としたため､IMの実際の行動が詳Lく述べ
られている｡しかし､｢作戦の実施｣を起こす
には､つまりIMを実際に動かすまでは､シ
ュタ-ズィ内では長い準備過程を必要とした
(1.条､350-373)｡計画段階ではIMか情報
収集のために使われた ｡
｢作戦の実施｣の目的は､特に ｢敵対的 ･
否定的な動きを予防するため､そして政治理
念を通させるためであった｣(前掲書､349)a
二の 『[･防措置』はシュタ-ズィに非常に大
きな自由裁量の余地を与えた｡
IMが準備のために集めなければならなか
った情報は､一般的に次の内容についてであ
った｡
一散が使っている手段､方法
-サポー トしているメンバー
ーその影響と成功について
-叶能にしている条件
-敵どうしの接触方法
(1.2.条､353-357)
一番効果的と思われた手段は IMの ｢敵｣
との信税関係であった Ll.5.条､361)｡IM
は ｢敵｣と十分に親しい関係になると､次の
ことを聞き出すように要求lされた｡すなわち
タ-ゲ ノトの職場と職場以外の行動､考え方､
意見､発言､興味の内容､秘密情報､友人な
どとの人間関係､外国との関係､性格､政治
に対しての態度なと､であった (361-362)｡
この準備段階で集められた資料を基にして､
具体的な作戦実施を行うかどうかか決められ
た｡決定の基準は､｢犯罪の疑い｣かあるかな
いか､つまりシュターズィの解釈で社会に危
険な犯罪を起こす疑いがあるかとうかという
ことであったO疑いがあるとい:)のは､IM
または他の方法 (例えば郵便のチェック､電
話の盗聴､住まいの中に仕掛けられた盗聴器
など)で集められた情報を検討した上で､犯
罪の可能性があれば､その人は犯罪の谷疑者
として認めらiLf= (1.8.2.条､370)｡
具体的な行動に入るために､詳しい作戦計
画が検討され､作 りー上げらiLた(2.2.条､374
-375)｢その中でIMは一番重要な意義があっ
た｡それは ｢IMは包括的に敵の共謀へ入り
込む (EindrilgenindieKonspirationdes
Feindes)ことができ､そしで情報と証拠か得
られる｣(2.3.条､375)からであった｡
このような仕事に選ばれるIMには高度な
資格か要求 された (2.3.2.､S.378)｡例え
ば､タ-ゲ･ソトと仕事上､社会的な地位を利
用して､または性格的に簡単にコンタクトが
取れ､そして信碩関係が作れることが大切な
前提であった｡ しかし､IMには最低必要な
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ことしか教えなかった (383)｡ノ
次の段階はIMをタ-ゲ､バ とー接触しやす
いところ､情報を得やすい環境にセットする
ことであった｡そのためにターゲットがIM
を谷鋸二信用するような ｢作l)話｣(Lengen-
de)をシュタ-ズィが選んで､それに必要な
条件も作ってやった (2.4.1.条､385-386)0
｢作戦の実施｣の最終目的は､反対運動を
などを起こすグループの解散であった｡特に
使 わ れ た 方 法 は ｢せ ん め つ 作 戦｣
(ZersetzungsmaBnahmen)であった (2.6
条､389-392)｡このような作戦はグループ､
組織または個人に対して行なわれた｡その日
標は敵の間に矛盾または摩擦を起こし､それ
によってグループなどが麻埠し､分馳し､最
終的につふれてしまうことである｡こうして
敵対的な活動を止めることができる｡すべて
IMによって行なわれたが､その具体的なや
り方は次のとおりであったO
-事実と信じやすいウソ､しかしありえそう
な情報を使って､計画的にタ-ゲ-ノトの評
判を落とす
一職場や社会の中での不成功による自信の喪
失
一日分に対して､そして自分の信念について
疑いを起こさせる
-グループの中に不信感を起こす
-グループ ･メンバーの弱点を利用する
一集会 を不 可能 にす る条件 を作 るな ど
(2.6.2.条､390-391)0
｢作戦の実施の完了は国家の政治利害に役
立たなければならない｣(2.8.1.条､394)と
いう目標から､シュタ-ズィが人間の自由､
発言権などを認めなかったことが明らかにな
る｡すべてが国家理念に従わなければならな
かった｡
151
作戦の完了の仕方には､次の種類があっ
た :
一捜査手続きを始める､場合によっては本人
を逮捕する
-シュタ-ズィの協力者として募集する
一中傷
など (294-295)｡選択の判断は効率の高さの
みによった｡
｢作戟の実施｣にシュターズィは全力を投
入したo主なタ-ケツトは政治的に反対を唱
えるグループ､環境問題を取 り上げるグルー
プ､協会のメンバー､芸術家そして国を出よ
うとする人々であった｡これらのグループの
ほとんどは､国の改善を目標にしていたか､
シュタ-ズィの固定した考え方では､タ-ゲ
･ノトによるすべての活動の目的は国家の破壊
であり､その原因は敵の影響であるとされた｡
政府とシュタ-ズィの指導者は社会の中にお
ける変化を認めることができなかった上､そ
れに合わせることも不可能であった｡そのた
めに､シュタ-ズィによる国民の全面的なコ
ントロールを廃止することも､考えられなか
ったのである0
4.まとめ
東 ドイツの国家保安省 (シュタ-ズィ)は
秘密警察と秘密情報機関を一緒にした組織で
あったが､他の国のどの組織にも見られない
特長を持っていた｡それは情報提供者(IM)
により綿密に案出されたスパイ制度であった｡
シュタ-ズィが1950年に創設されてから1990
年に解散されるまで､この制度は存続した｡
シュタtズィはSEDに直属 し､国家の指
導者と同様に､国民を社会主義の枠の中に入
れ込み､政治理念を押し通そうとした｡その
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方法として､シュタ-スイはIMによるスパ
イ制度を効果的に使って､国民を全面的に監
視 した｡
この意図の背景には､第二次世界大戦直後
にスター リン主義が東 ドイツに深 く影響を与
えたことがある｡その特長は､｢国の基本理念と
異なる考え方を持っている人間は間違った考
え方をしている｣(Wilkening1990:123)と
いうもので､そして､すべては敵である帝国
主義国家の悪影響によるものということで､
それらをつぶさなければならないとした｡こ
のような独裁的な環境の中で､シュタ-ズィ
による人間の尊厳を踏みつぶすようなスパイ
制度が可能になったわけである｡
束 トイツの40年間の歴史の中で､時々国民
の不満が起こったが､国家はそれに対して強
硬策をとった｡1953年6月17日の労働者の反
乱の武力での鎮圧および､1961年8日13日の
ベルリンの壁の建設は､その最も有名な例て
ある｡このように国民の現実 と狂信的国家指
導者の現実離れした見解との間に､次第にギ
ャ,'プが広がってきたが､国の指導者はこの
ギャ L/70に政策的に対応せず､非常に固定し
た考え方を持っていたため､官僚的にしか反
応しなかった｡つまり､国民の監視を更に強
めただけであったOその関連でIMのスパイ
制度は人員も内実も拡張され､シュタ- ズィ
解散の頃には ｢国全体がIMによって浸透さ
れた｣(Aube11991:370)状況であったことが
明らかになった｡
シュタ-ズィはIM制度を利用して､国内
のすべてのことについで情報を求め､国民を
全面的にコントロールした｡その実践におけ
る監視には三つの段階があった｡一番Tのレ
ベルはシュタ-ズィの言い方に従えば ｢安全
チェック｣であった｡この段階でIMは主に
シュタ-ズィが選んだタ-ケ /H=ついての
情報を集めた｡集める方法としてはターゲッ
トとの信頼関係を利用し､または尾行､盗聴
器の設置､窃盗などの不法手段を使ったO情
報の内容はその人についてのプライバシーを
含むすべてのことであった｡
次のレベルは｢作戦上の人物コントロール｣
で､これはシュタ-ズィがもっと具体的な疑
いをもち､それについてより詳しい情報を必
要とした時に実行されたO
この段階で集められた情報によって､疑い
がもっと具体化された場合､シュタ-ズィは
実際の対策をとる次の段階に入った｡それは
｢作戦の実施｣であった｡この段階では､シ
ュタ-ズィか対策を講ずるための情報を求め
た｡つまり客観的な情報よりも､タ-ゲL/ト
を有罪にできうる情報をIMから集めた｡そ
の材料をもとにして､シュタ-ズィが具体的
な措置として､グループまたは人の活動を不
可能にしたり､逮捕 し､裁判にかけたりして､
人を裏から自分の都合の良いように､あやつ
り人形のごとく動かした｡この段階でシュタ
-ズィはIMを､もっとも自分たちに都合よ
く利用したといえる｡彼等のモlソトー は ｢目
的はいかなる手段をも正当化する｣であった
に違いない｡
それぞれの対策の中で､IMは最も重要な
役割を持ち､シュタ-ズィもIMを一番効果
的な武器として利用したのであった｡しかし
非ノ新二驚かされることは､この大切な役割を
果たす IMかシュタ-ズィの正式な職員では
なかったことである｡すべてのIMは経済的
に､金銭的にシュタ-ズィから独立し､別の
職業を持っていた｡IMになるには､さまざ
まなプレッシャーがあったに違いないが､最
終的にはIMの制度の基盤かボランティアて
高津 旧来 トイソのス-イ制度
あった｡
効果的に情報を得るため､IMはさまざま
な種類に分けられ､そして彼等の行動は官僚
的に細かい行政方針によって決められていた｡
この制度の中で､中心的な役割を果たした
のが IMの指導者 (FIM)である｡FIM
はかつて長い間 IMとして働き､成果をあげ
たため､シュタ-ズィに信栢された人達であ
ったO彼等は､一般の IMとシュタ-ズィと
の仲介者となった｡つまり､FIMはシュタ
-ズィの思想と目標を自分のものにした人達
で､自分に配属されたIMの思想教育のため､
その思想と目標を使ったのであった｡
FIMは原則としてIMと1対 1で交際し､
せいぜい2人か 3人を受け持ち､それもお互
いに知らないIMを指導した｡このやり方は
非常に効果的で､IMのスパイ制度が成功 し
た主な理由となったo
IMが犯罪者であったことは明らかである0
人にわからないようにプライバシーを犯した
l).信頼関係を傷つけたり､場合によっては
法律違反を起こしたりしたからであるO 特に
FIMは基本的な人権を侵害した｡
しかし､自分の意思ではなく､シュタ-ズ
イの圧力で IMになった人達は､同時に犠牲
者でもあったのである｡なぜならIMになる
前､シュタ-ズィにより､つまり別のIMに
よって､プライバシーまで徹底的に調べられ､
引き受けざるを得ない状況が作られた｡そし
て IMになった後､思想教育を受け､シュタ
-ズィの指図のもとに行動したのであるか､
彼らの精神的な負担は非常に大きかったD自
主的に､または強制的にIMになった人達は､
その理由に関係なく､最終的にはすべてがシ
ュタ-ズィにとって使いやすい道具に育成さ
れた｡
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シュタ-ズィのスパイ制度の存在そのものは
知られていた｡それゆえに国民全体の間に深
い不信感が生れた｡そのような状態の中でも
シュタ-ズィは作戦を効果的に遂行した｡そ
れを可能にしたのは次に挙げるような､いく
つかの条件であった :
一スター 1)ン主義の社会状況
国家の指導者は社会主義を実現しようと思
ったか､元のスター リン主義から抜け出す
ことができなかった｡
-あいまいな法律
東 ドイツの法律は自由裁量の余地が非常に
多かったため､シュタ-ズィはこれを自分
に都合よく解釈 した｡
一他の国家機関との協力
シュタ-ズィの浸透によって､他の国家機
関が協力せざるを得なかった｡
-シュタ-ズィの独自性
シュタ-ズィは他の機関によってコントロ
ールされず､報告する法的義務 もなかった｡
一完堂な組織化
全国に張りめ ぐらされたシュタ-ズィの組
織は､完蟹な官僚制度の形態を取っていたO
-心理的､精神的な圧力
シュタ-ズィは相手の心理面をつかんで､
それを利用しながら､人をあやつ り人形の
ように動かした｡その上､シュタ-ズィの
存在から来る国民の精神的な恐怖 もシュタ
-ズィにとって効果的に働いた｡
シュタ-ズィと国家の指導者が社会の変化
さえ認めることができたなら､人間を蔑視す
るこの制度､特に IMというスパイ制度は必
要なかったはずである｡ほんの数人の指導者
の狂信的な固定した考え方が､東 ドイツとい
う一つの国家の国民全体を苦 しめたのである｡
154 ､占火:A-J7:院短期大′､[･Jl什′先紀要(,^J'7,11I,)-I
Abstract
Thespysystemintheformer
EastGermany,
theIM andtheMinistryfor
StateSecurity
DorotheeTakatsu
TheEastGermanMinistryforSate
Security,theStasi,wasinexistence
for almost forty years.The ef-
fectivenesoftheirsurveilanceopera-
tiondependedontheuseofFIM,"un-
officialofficers"trainlngandsupervis-
1ngIM,…unofficialcoIWOrkers',who
thoroughlyinfiltratedthewholecoun-
try.Themostsignificantaspectofthis
system wasthatitwas'voluntary'in
thattherewasnoofficialrecongnltion
oftheFIMortheIM,yetwithoutthem
theStasicouldnothaveexecutedits
control.
参考文献
AUBEL,Henning:
Erbe des Uberwachungsstaates belastet
politischesKlilla(監視国家の遺産は政治的な
環境の負担 となっている1in:Aktuel '92,
1991,HarelbergLexikolVerlag
BNDESZENTRALE FUR POLITISCHE
BILDUNG (編著):
DieTeilungDeutschlands1955biszurEin-
helt(ドイツ分割-1955年か ら統一 まで) In-
formationenzurpolitischenBildung233,
1991,Bonn
GAUCK,Joachim:
Die,Stasi-Akten(シュタ- スイ史書) 1991,
RowohltTaschenbuchverlagGILL,GmbH
David,SCHROTER,Ulrich:DasMinisterium
ftirStaatssicherheit (国家保安 省〕1991,
RowohltBerlin GnlbH
FRICKE,KarlWilhelm:
DieGeschichtederDDR:EinStaatohne
Legitimiはt(束 トイソの歴 史 .合法性のない
国家)in:DieGestaltungderDEUTSCHEN
EINHEIT(トイソ統一の形成)1992,Bouvier
VerlagBerlin,Bonn
KAISER,Carl-Christian:
DieBtichsederPandora(パン ドラの箱)in:
DieZeit誌 Nr15,12.April1991,Leipziger
Btirgerkomitee
ZURAUFLOsUNGDESMfF/AfNS:
Stasiintern (シ ュ タ- て､ィの 内 部)1991,
ForumVerlagLeipzlg
MITTER,Armin:
DieAufarbeitungderDDR-Geschichte (乗
トイツの艇史を考えて)in.前掲害Die GeLtl-
taltungderDEUTSCHEN EINHEIT=-イ
ソ統-.の形蟻) 1992,BouvierVerlagBonn,
Berlin
NAWROCKI,Joachim:
DieOpfermtissenlangeWarten(犠牲は長く
待たなければならぬ)in:DZleZeit誌 Nr.17,
17.April1992
PECHMANN,RolandVOGEL,Jtirgen:
AbgesangderStasi (シュ タ- 7:ィの最後)
1991,SteinwegVerlagBrauISChweig
THEYSEN,Uwe:
DerRundeTisch,OderIWobliebdasVolk?
(円卓論議､または国民は どうなったか1
1990,0pladen
WAWRZYN.Lienhard:
DerBlaue:DasSpitzelsystemderDDR (育
い人達 :東 トイソのスパ イ制度) 1990,Ver-
1agKlausWagenbachBerlin
WEBER,Klaus:
KleineGeschichtederDDR (東 ドイツ小史1
1980,VerlagBerendvonNottbeckKOln
WILKENING,Christina:
Staatim Staate (国家 中の同家) 1990,
Aufbau-VerlagBerlinWeimar
DerSpiegel誌 Nr.18,1992:"Kampfum die
Seele"(亡霊 をめ ぐる戦い) SpiegeトVerlag
Hamburg
